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青果物の情報を
消費者にきちんと伝えたい
「店頭にはさまざまな青果物が並ん

でいますが、青果物に関する情報は消

費者にきちんと伝わっていません。た

とえ同じ品種であろうとも、生産地や

出荷日が異なります。しかし結局のと

ころ、十把一絡げで売られているのが

現状です」

と語るのは、食品総合研究所の杉山

純一氏。青果物の計測／調査を行なっ

ていた際に、このような現状に気づい

たという。そのため、杉山氏は青果物

に関する情報をきちんと消費者に伝え

るようなシステムを作ることができな

いかと考えた。そこで、開発されたシ

ステムが「青果ネットカタログSEICA」

（以下SEICA）だ。

SEICAは、Web上で動作するフリー

のデータベースシステム。「①生産物情

報」「②生産者情報」「③出荷情報」と

いう青果物に関する3つの情報を、誰

でも無料で登録／公開することができ

る。情報を登録すると自動で8桁の番

号が発行され、この番号と公開サイト

のURLを青果物にラベルとして貼って

おけば、消費者は青果物の詳細情報に

アクセスできるわけだ（図1）。

さて、SEICAを語るうえで見逃せな

いポイントは、Webサービスの採用で

ある。SEICAでは、あらゆるデータの

入出力にこのWebサービスが利用され

ている。Webサービスを採用した理由

とは何なのだろうか？

「SEICAは、単に情報を登録／公開

するだけでなく、既存のWebサイトと

の連携や、iモードによる閲覧など、多

くの人たちにさまざまなシーンで利用

することを想定していました。これを

実現するにはWebサービスを採用する

のがベストだと判断しました。また、

拡張性を重視して、登録した情報は自
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図1：青果物ネットカタログSEICAの仕組み
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動でXMLデータに変換されて保存され

るようになっています」

では、WebサービスとXMLデータを

利用したSEICAの機能とは？

「農家の方々は、登録した情報を

公開するためのWebサイトを作るスキ

ルがありません。そこで、登録した情

報からカタログページを自動生成し、

情報を公開する機能が搭載されていま

す。

情報を登録する機能と公開する機能

は、別々のアプリケーションとして動

いています。登録する側のアプリケー

ションでは、登録した情報をXMLデ

ータとして自動出力してデータベース

に保管します。公開する側のアプリケ

ーションでは、Webサービスを通じて

必要なXMLデータをデータベースから

要求／受信します。受信したデータは

XSLTを介してHTMLに変換し、Web

ブラウザで表示します。

また、外部のアプリケーションから、

SEICAの情報を取得／更新／検索す

るためのWebサービス（SEICA Web

Service API）を公開しています」

開発工数を削減できたワケ
SEICAでは、カタログ画面やWebサ

ービスの機能を、Visual Studio .NET

を使って開発している（C#で実装）。

.NETを採用した理由とは何だったの

だろう。

「Webサービスの採用を決めたこ

ろ、ちょうどVisual Studio .NETのベ

ータ版が登場しました。Visual Studio

.NETに関するさまざまなドキュメント

を調べたところ、簡単にWebサービス

を開発できることがわかりました。こ

れはもう.NETでやるしかないと決めま

した」（杉山氏）

では、どんなコントロールを使って

実装しているのか。開発を担当したユ

ーワークスの宇田渉氏は、次のように

語る。

「カタログ画面の描画にはASP.NET

の標準コントロールを使用しています

が、そのほかの部分はカスタムコント

ロールだらけなんです。

たとえば、画面が遷移した際のデー

タ保持や、データベースの書き換えに

カスタムコントロールを使用していま

す。また、不正な画面遷移の検出にも

カスタムコントロールを使っています。

.NET Frameworkには、これら機能は

用意されていませんので、自前で実装

する必要がありました」

カスタムコントロールを多く使用し

ている理由はこれだけではない。もう

ひとつの大きな理由があった。

「SEICAは、少人数で開発しました。

開発メンバーを募集しましたが、その

当時、C#ができる人、Webサービスを

作れる人は皆無でした。人を集められ

ないなら、カスタムコントロールを使用

して限りなく抽象度を上げて開発工数

を削減するしかありません。開発当初、

どうしたら抽象度が上げられるかとい

うことばかり考えていました。もし抽

象化に失敗したらこのシステムは期日

までに間に合わなかったと思います」

（宇田氏）

利用法はアイディア次第
2002年に一般公開してから今年で丸

3年を迎えるSEICA。数々のバージョン

アップを重ね、青果物の情報を登録／

公開するための基本機能を実装した。

「すでに基本機能は搭載されていま

すので、今後は、ユーザーの方々が、

SEICAの機能をどのように利用してい

くかがポイントになります。

現在、ある団体から依頼があり、ツ

ヤ、水分、残留農薬のチェックなど、

お米の品質に関する情報を提供するシ

ステムとSEICAを連携して、お米の銘

柄や産地などの情報と品質に関する情

報を一括して提供できないか検討して

いるところです」
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